
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
磁気ヘッドを磁気カード進行方向に垂直な面内で揺動自在かつ進退動可能に支持するヘッ
ド支持板と、上記磁気ヘッドを磁気カードに摺接させるように上記ヘッド支持板を磁気カ
ード側に押圧付勢する板ばねとを有してなる磁気カードリーダにおけるヘッド保持機構に
おいて、

上記ヘッド支持板には、上記板ばねに形成 加圧部を受ける突起部 けられ、
上記板ばねが上記 突起部を押圧するように構成 ことを特徴とす
る磁気カードリーダにおけるヘッド保持機構。
【請求項２】
上記板ばねの加圧部 ヘッド支持板の突起部 長く形成されて

ることを特徴とする請求項１記載の磁気カードリーダにおけるヘッド保持機構。
【請求項３】
上記ヘッド支持板は、カード進行方向に関する２箇所の支持部で支持されることにより上
記磁気ヘッドが揺動自在かつ進退動可能に支持されるものであり、上記板ばねは上記加圧
部が湾曲形状に形成されており、上記ヘッド支持板の突起部は、このヘッド支持板を揺動
自在とするために突起形状に形成されていることを特徴とする請求項１記載の磁気カード
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上記板ばねには、上記ヘッド支持板を上記磁気カード側に押圧付勢する加圧部が形成され
、

された上記 が設
ヘッド支持板の されている

と の一方は、カード進行方向に
いて、この長く形成された範囲で上記板ばねの加圧部とヘッド支持板の突起部が当接可能
であ



リーダにおけるヘッド保持機構。
【請求項４】
上記湾曲形状に形成された板ばねの加圧部と上記ヘッド支持板の突起部
一点で当接するように形成され
はカード進行方向に延びる水平 形成されていることを特徴とする請求項３記載の磁気
カードリーダにおけるヘッド保持機構。
【請求項５】
上記突起部は、上記２箇所の支持部を結んだ線上、または、上記線上よりカードの曲がり
に対応するように位置をずらせて設けられていることを特徴とする請求項３記載の磁気カ
ードリーダにおけるヘッド保持機構。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、磁気ヘッドを支持するヘッド支持板と、このヘッド支持板を磁気カード側に押
圧付勢する板ばねとを有する磁気カードリーダにおけるヘッド保持機構に関するものであ
る。
【０００２】
【従来の技術】
磁気ストライプが設けられた磁気カードは、磁気カードリーダのカード通路内を搬送され
る際に、カード通路内に配設された磁気ヘッドによって磁気ストライプの磁気情報の読み
取り、あるいは書き込みが行われる。図７には、従来の磁気ヘッド保持機構を示していて
、図７（ａ）は平面図、（ｂ）は断面図をそれぞれ示している。
【０００３】
図７（ａ）、（ｂ）に示すように、磁気ヘッド７０、７１は、カード進行方向に対して直
交する方向に並んで設けられている。磁気ヘッド７０は、ヘッド支持板７２によって支持
され、一方、磁気ヘッド７１は、ヘッド支持板７３によって支持されている。このヘッド
支持板７２、７３は、剛性材で形成されていて、２箇所の支持部８０、８１でヘッド保持
機構本体部（図示せず）にそれぞれ支持されており、磁気ヘッド７０、７１をカード進行
方向に垂直な面内で揺動自在かつ進退動可能に支持している。
【０００４】
上記ヘッド支持板７２、７ 、１枚の板ばね７４ ている。この板ばね７
４は、ヘッド保持機構本体部（図示せず）の一部９０（図１参照）にネジ等の固定部９１
、９２によって取り付けられている。板ばね７４は、先端が二股状に形成されていて、そ
の一方の腕端部７５はヘッド支持板７２を磁気カード側（図７（ｂ）において 向）に
押圧付勢していて、他方の腕端部７６はヘッド支持板７３を磁気カード側（図７（ｂ）に
おいて 向）に押圧付勢している。
【０００５】
図７（ｂ）および図８に示すように、上記一方の腕端部７５と他方の腕端部７６は、ヘッ
ド支持板７２、７３と対向する側が円状になるように湾曲形状にそれぞれ形成されていて
、ヘッド支持板７２、７３と当接する部分には、半球状の突起部７７、７８が形成されて
いる。従って、ヘッド支持板７２の突起部７７によってヘッド支持板７２を磁気カード側
に押圧付勢し、ヘッド支持板７３の突起部７８によってヘッド支持板７３を磁気カード側
に押圧付勢し、これによって、磁気ヘッド７０、７１は、所定のパッド圧で磁気カードに
摺接している。
【０００６】
上記ヘッド支持板７２、７３は、磁気カードの倒れに対して追従する必要があるため、ロ
ーリング支持点を中心にカード走行方向と直交する方向にローリングすることができるよ
うになっている。上記突起部７７、７８は、このローリング支持点の中心軸上でヘッド支
持板７２、７３を磁気カード側に押圧付勢している。
【０００７】
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の一方は、他方に
、上記板ばねの加圧部と上記ヘッド支持板の突起部の他方
部で

３は で押圧付勢され

下方

下方



【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記ヘッド支持板７２、７３と板ばね７４は、別部品で形成されているた
め、所定の位置に組み込む際において、ヘッド支持板７２、７３と板ばね７４との相対位
置精度が悪くなってしまうと、突起部７７、７８がローリング支持点の中心軸上から外れ
てしまい、ローリング支持点の中心軸上でヘッド支持板７２、７３を磁気カード側に押圧
付勢することができなくなってしまう。また、突起部７７、７８がローリング支持点の中
心軸上でヘッド支持板７２、７３を磁気カード側に押圧付勢することができるように、ヘ
ッド支持板７２、７３と板ばね７４との位置精度を確保するのは非常に煩わしい作業であ
る。
【０００８】
本発明は以上のような従来技術の問題点を解消するためになされたものであり、ヘッド支
持板と板ばねとの相対位置精度が悪い場合でも、板ばねが常にヘッド支持板の一定位置を
押圧付勢することができ、もって磁気ヘッドを磁気カードに高精度に摺接させることがで
きる磁気カードリーダにおけるヘッド保持機構を提供することを目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
請求項１記載の発明は、磁気ヘッドを磁気カード進行方向に垂直な面内で揺動自在かつ進
退動可能に支持するヘッド支持板と、上記磁気ヘッドを磁気カードに摺接させるように上
記ヘッド支持板を磁気カード側に押圧付勢する板ばねとを有してなる磁気カードリーダに
おけるヘッド保持機構において、

上記ヘッド支持板には、上記板ばねに形成
加圧部を受ける突起部 けられ、上記板ばねが上記 突起部を押圧するよ
うに構成 ことを特徴とする。
【００１０】
請求項２記載の発明は、請求項１記載の発明において、上記板ばねの加圧部 ヘッド支持
板の突起部 長く形成されて

ることを特徴とする。
【００１１】
請求項３記載の発明は、請求項１記載の発明において、上記ヘッド支持板は、カード進行
方向に関する２箇所の支持部で支持されることにより上記磁気ヘッドが揺動自在かつ進退
動可能に支持されるものであり、上記板ばねは上記加圧部が湾曲形状に形成されており、
上記ヘッド支持板の突起部は、このヘッド支持板を揺動自在とするために突起形状に形成
されていることを特徴とする。
【００１２】
請求項４記載の発明は、請求項３記載の発明において、上記湾曲形状に形成された板ばね
の加圧部と上記ヘッド支持板の突起部 一点で当接するように形成され

はカード進行方向に延びる水平
形成されていることを特徴とする。

【００１３】
請求項５記載の発明は、請求項３記載の発明において、上記突起部は、上記２箇所の支持
部を結んだ線上、または、上記線上よりカードの曲がりに対応するように位置をずらせて
設けられていることを特徴とする。
【００１４】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照しながら本発明にかかる磁気カードリーダにおけるヘッド保持機構の実
施の形態について説明する。図１には、本発明にかかる磁気カードリーダにおけるヘッド
保持機構の断面図を示し、図５（ａ）には平面図、図５（ｂ）には正面図をそれぞれ示し
ている。図１および図５（ａ）、（ｂ）に示すように、磁気ヘッド１、２は、カード進行
方向に対して直交する方向に並んで設けられている。この磁気ヘッド１、２は、そのギャ
ップ形成面がカード通路内に進出するように配設されていて、磁気カードリーダのカード
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通路内を搬送される磁気カード３に設けられた磁気ストライプ４の磁気情報の読み取り、
あるいは書き込みの磁気処理を行うものである。
【００１５】
上記磁気ヘッド１は、接着剤等によってヘッド支持板５の一端に固着されていて、ヘッド
支持板５によって磁気カード進行方向に垂直な面内で揺動自在かつ進退動可能に支持され
ている。このヘッド支持板５は、剛性材で形成されていて、カード進行方向 ２箇所の支
持部５ａ、５ｂでヘッド保持機構本体部（図示せず）に支持されている。上記支持部５ａ
、５ｂ、特に、支持部５ａは、ヘッド支持板５を所定の範囲でカード進行方向に して直
交する方向に揺動させるガイドの役目をしており、これによって磁気ヘッド１を揺動自在
かつ進退動可能に支持している。
【００１６】
上記２箇所の支持部５ａ、５ｂは、磁気ヘッド１のローリング用支持点となっていて、ヘ
ッド支持板５は、この支持部５ａ、５ｂを中心にローリングすることができ、磁気カード
３の曲がりに対して追従することができる。なお、支持部５ａと支持部５ｂとを結んだ線
上、すなわちローリング用支持点間の中心線上には後述する突起部１１が設けられている
。
【００１７】
一方、上記磁気ヘッド２は、接着剤等（２Ａ）によってヘッド支持板６の一端に固着され
ていて、ヘッド支持板６によって磁気カード進行方向に垂直な面内で揺動自在かつ進退動
可能に支持されている。このヘッド支持板６は、剛性材で形成されていて、カード進行方
向に関する２箇所の支持部６ａ、６ｂでヘッド保持機構本体部（図示せず）に支持されて
いて、これによって磁気ヘッド２を揺動自在かつ進退動可能に支持している。
【００１８】
上記２箇所の支持部６ａ、６ｂは、磁気ヘッド２のローリング用支持点となっていて、ヘ
ッド支持板６は、この支持部６ａ、６ｂを中心にローリングすることができ、磁気カード
３の倒れに対して追従することができる。なお、支持部６ａと支持部６ｂとを結んだ線上
、すなわちローリング用支持点間の中心線上より磁気カード３の曲がりに対応する位置、
すなわち磁気カード３の曲がりに対して中心線上よりずらせた方がよい場合は、その分ず
らした位置には後述する突起部１２が設けられている（図５参照）。
【００１９】
上記ヘッド支持板５、６ 、１枚の板ばね１７が設けられている。この板ばね１７
は、ヘッド保持機構本体部（図示せず）の一部１０（図１参照）にネジ等の固定部７ａ、
７ｂによって取り付けられている。板ばね１７は、一端側が二股状に形成されていて、そ
の各腕部の先端が加圧部８、９を形成している。上記加圧部８は、磁気ヘッド１を磁気カ
ード３に摺接させるように、ヘッド支持板５を磁気カード側（図１において下方方向）に
押圧付勢していて、一方、上記加圧部９は、磁気ヘッド２を磁気カード３に摺接させるよ
うに、ヘッド支持板６を磁気カード側（図１において下方方向）に押圧付勢している。
【００２０】
図１、２に示すように、板ばね１７の上記加圧部８と加圧部９は、ヘッド支持板５、６と
対向する側が凸面になるように湾曲形状にそれぞれ形成されている。一方、ヘッド支持板
５には、加圧部８と当接する部分に加圧部８を受ける半球状の突起部１１がカード進行方
向と直交する方向 箇所設けられている。この突起部１１は、ヘッド支持板５を揺動自
在とするために突起形状に一体成形されている。従って、板ばね１７の加圧部８が突起部
１１を押圧することにより、ヘッド支持板５を磁気カード側（図１において下方側）に押
圧付勢し、磁気ヘッド１を所定のパッド圧で磁気カード３に摺接させる。
【００２１】
一方、ヘッド支持板６には、加圧部９と当接する部分に加圧部９を受ける半球状の突起部
１２がカード進行方向と直交する方向 箇所設けられている。この突起部１２は、ヘッ
ド支持板６を揺動自在とするために突起形状に一体成形されている。従って、板ばね１７
の加圧部９が突起部１２を押圧することにより、ヘッド支持板６を磁気カード側（図１に
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おいて下方側）に押圧付勢し、磁気ヘッド２を所定のパッド圧で磁気カード３に摺接させ
ている。なお、図５（ｂ）に示すように、磁気ヘッド１、２上にはパッドローラ１５が配
設されており、このパッドローラ１５によっても磁気ヘッド１、２を所定のパッド圧で磁
気カード３に摺接させている。
【００２２】
上記板ばね１７の加圧部８、９ 、ヘッド支持板５、６の突起部１１、１２ ある
範囲で当接可能に長く形成されている。図２に示すものは、板ばね１７の加圧部８、９の
一部がカード進行方向に延びた水平部１６に形成されていて、この加圧部８、９の水平部
１６の範囲でヘッド支持板５、６の突起部１１、１２は板ばね１７の加圧部８、９と当接
可能になっている。
【００２３】
より具体的に言えば、湾曲形状に形成された板ばね１７の加圧部８、９と、ヘッド支持板
５、６の突起部１１、１２ 一方側であるヘッド支持板５、６の突起部１１、１２が他方
側である板ばね１７の加圧部８、９に一点で当接するように形成されていると共に、他方
側である板ばね１７の加圧部８、９はカード進行方向に延びる水平部１６を有するように
形成されている。
【００２４】
また、上記突起部１１は、上述のように、板ばね１７の加圧部８に一点で当接しているが
、この当接位置は、図５（ａ）に示すように、支持部５ａと支持部５ｂとを結んだ線上、
すなわち、ローリング用支持点間の中心線上にある。一方、上記突起部１２は、板ばね１
７の加圧部９に一点で当接しているが、この当接位置は、支持部６ａと支持部６ｂとを結
んだ線上、すなわち、ローリング用支持点間の中心線上より磁気カード３の曲がりに対応
するようにずれた位置にある（図６（ａ）参照）。
【００２５】
発明が解決しようとする課題の欄で述べたように、図７、８に示す従来のヘッド保持機構
においては、ヘッド支持板７２、７３と板ばね７４との相対位置精度が悪くなってしまう
と、突起部７７、７８がローリング支持点の中心軸上から外れて、突起部７７、７８がロ
ーリング支持点の中心軸上でヘッド支持板７２、７３を磁気カード側に押圧付勢すること
ができなくなってしまうという問題があったが、上記実施の形態においては、ヘッド支持
板５、６に、板ばね１７に形成した加圧部８、９を受ける突起部１１、１２をカード進行
方向と直交する方向 箇所それぞれ設け、板ばね１７の加圧部８、９が突起部１１、１
２を押圧するように構成し、板ばね１７の加圧部８、９又は、ヘッド支持板５、６の突起
部１１、１２は、一方側がある範囲で当接可能に 長く形成されているた
め、ヘッド支持板５、６および板ばね１７を所定の位置に組み込む際において、ヘッド支
持板５、６と板ばね１７との相対位置精度が悪い場合でも、板ばね１７の加圧部８、９が
常に一定の位置、すなわち、ヘッド支持板５、６の突起部１１、１２を押圧付勢すること
ができ、磁気ヘッド１、２を磁気カード３に高精度に摺接させることができる。なお、上
記突起部１１、１２は、一体成形でなくても別個に設けることもできる。
【００２６】
また、ヘッド支持板５の突起部１１は、２箇所の支持部５ａ、５ｂを結んだ線上、すなわ
ちローリング用支持点間の中心線上で板ばね１７の加圧部８と当接しているため、ヘッド
支持板５と板ばね１７との相対位置精度が悪い場合でも、板ばね１７の加圧部８が常にロ
ーリング用支持点間の中心線上でヘッド支持板５の突起部１１を押圧付勢することができ
、ヘッド支持板５をローリング支持点を中心にローリングさせて磁気カード３の倒れに対
して良好に追従させることができる。
【００２７】
一方、ヘッド支持板６の突起部１２は、２箇所の支持部６ａ、６ｂを結んだ線上、すなわ
ちローリング用支持点間の中心線上より磁気カード３の曲がりに対応するようにずれた位
置にあり、この位置で板ばね１７の加圧部９と当接しているため、図６（ｂ）に示すよう
に、磁気カード３の磁気ストライプが設けられている側が曲がっていても、この磁気カー
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と の一方は

の

に１

カード進行方向に



ド３の曲がりに対応させてヘッド支持板６をローリング支持点を中心にローリングさせ、
磁気カード３の倒れおよび曲がりに対して良好に追従させることができる。
【００２８】
なお、図６（ａ）に示すように、ヘッド支持板６の突起部１２を、ローリング用支持点間
の中心線上で板ばね１７の加圧部９と当接させている場合であっても、磁気カード３の曲
がりに対応させてヘッド支持板６をローリング支持点を中心にローリングさせ、磁気カー
ド３の倒れおよび曲がりに対して追従させることができる。しかしながら、磁気カード３
の倒れおよび曲がりに対してより良好に追従させるためには、ヘッド支持板６の突起部１
２を、ローリング用支持点間の中心線上にはこだわらず磁気カード３の曲がりに対応する
最適な位置で板ばね１７の加圧部９と当接させた方がよい。
【００２９】
また、図５、図６（ｂ）に示すものは、ヘッド支持板５の突起部１１を、ローリング用支
持点間の中心線上で板ばね１７の加圧部８と当接させ、ヘッド支持板６の突起部１２を、
ローリング用支持点間の中心線上より磁気カード３の曲がりに対応するようにずれた位置
で板ばね１７の加圧部９と当接させているが、例えば、磁気カード３が磁気ヘッド１、２
の両側に曲がっている場合には、ヘッド支持板６の突起部１２だけでなく、ヘッド支持板
５の突起部１１も、ローリング用支持点間の中心線上より磁気カード３の曲がりに対応す
るようにずれた位置で板ばね１７の加圧部８と当接させるようにすることにより、磁気カ
ード３の倒れおよび曲がりに対してより良好に追従させることができる。
【００３０】
また、図１、２に示すものは、板ばね１７の加圧部８、９の一部がカード進行方向に延び
た水平部１６に形成されていて、この加圧部８、９の水平部１６の範囲でヘッド支持板６
、７の突起部１１、１２が板ばね１７の加圧部８、９と当接可能になっているが、逆に、
図３、図４に示すように、ヘッド支持板６、７の突起部１１、１２をカード進行方向に延
びた水平形状に形成し、板ばね１７の加圧部８、９を半円弧状の湾曲形状にして、突起部
１１、１２の水平範囲で板ばね１７の加圧部８、９をヘッド支持板６、７の突起部１１、
１２と当接させるようにしてもよい。
【００３１】
【発明の効果】
請求項１記載の発明によれば、磁気ヘッドを磁気カード進行方向に垂直な面内で揺動自在
かつ進退動可能に支持するヘッド支持板と、上記磁気ヘッドを磁気カードに摺接させるよ
うに上記ヘッド支持板を磁気カード側に押圧付勢する板ばねとを有してなる磁気カードリ
ーダにおけるヘッド保持機構において、

上記ヘッド支持板には、上記板ばねに形成
加圧部を受ける突起部 けられ、上記板ばねが上記 突起部を押圧す

るように構成しているため、ヘッド支持板と板ばねとの相対位置精度が悪い場合でも、板
ばねの加圧部が常に一定の位置、すなわち、ヘッド支持板の突起部を押圧付勢することが
でき、磁気ヘッドを磁気カードに高精度に摺接させることができる。
【００３２】
請求項２記載の発明によれば、請求項１記載の発明において、上記板ばねの加圧部 ヘッ
ド支持板の突起部 長く形成されて

ているため、ヘッド
支持板と板ばねとの相対位置精度が悪い場合でも、板ばねの加圧部が常に一定の位置、す
なわち、ヘッド支持板の突起部を押圧付勢することができ、磁気ヘッドを磁気カードに高
精度に摺接させることができる。
【００３３】
請求項３記載の発明によれば、請求項１記載の発明において、上記ヘッド支持板は、カー
ド進行方向に関する２箇所の支持部で支持されることにより上記磁気ヘッドが揺動自在か
つ進退動可能に支持されるものであり、上記板ばねは上記加圧部が湾曲形状に形成されて
おり、上記ヘッド支持板の突起部は、このヘッド支持板を揺動自在とするために突起形状
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上記板ばねには、上記ヘッド支持板を上記磁気カ
ード側に押圧付勢する加圧部を形成し、 された
上記 が設 ヘッド支持板の

と
の一方は、カード進行方向に いて、この長く形成された

範囲で上記板ばねの加圧部とヘッド支持板の突起部が当接可能となっ



に形成されているため、ヘッド支持板と板ばねとの相対位置精度が悪い場合でも、板ばね
の加圧部が常に一定の位置、すなわち、ヘッド支持板の突起部を押圧付勢することができ
、磁気ヘッドを磁気カードに高精度に摺接させることができる。
【００３４】
請求項４記載の発明によれば、請求項３記載の発明において、上記湾曲形状に形成された
板ばねの加圧部と上記ヘッド支持板の突起部 一点で当接するように形成
され はカード進行方向に延びる
水平 形成されているため、ヘッド支持板と板ばねとの相対位置精度が悪い場合でも、
板ばねの加圧部が常に一定の位置、すなわち、ヘッド支持板の突起部を押圧付勢すること
ができ、磁気ヘッドを磁気カードに高精度に摺接させることができる。
【００３５】
請求項５記載の発明によれば、請求項３記載の発明において、上記突起部は、上記２箇所
の支持部を結んだ線上、または、上記線上よりカードの曲がりに対応するように位置をず
らせて設けられているため、磁気カードの倒れおよび曲がりに対して良好に追従させるこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明にかかる磁気カードリーダにおけるヘッド保持機構の実施の形態を示す側
面図である。
【図２】上記実施の形態に適用可能な加圧部および突起部を示す断面図である。
【図３】別の実施の形態を示す側面図である。
【図４】上記実施の形態に適用可能な加圧部および突起部を示す断面図である。
【図５】本発明にかかる磁気カードリーダにおけるヘッド保持機構の実施の形態を示す（
ａ）は横断面図、（ｂ）は縦断面図である。
【図６】（ａ）は別の実施の形態を示す縦断面図、（ｂ）はさらに別の実施の形態を示す
縦断面図である。
【図７】従来におけるヘッド保持機構を示す平面図および側面図である。
【図８】上記ヘッド保持機構の加圧部および突起部を示す断面図である。
【符号の説明】
１　　磁気ヘッド
２　　磁気ヘッド
３　　磁気カード
４　　磁気ストライプ
５　　ヘッド支持板
５ａ　支持部
５ｂ　支持部
６　　ヘッド支持板
６ａ　支持部
６ｂ　支持部
８　　加圧部
９　　加圧部
１１　　突起部
１２　　突起部
１６　　水平部
１７　　板ばね
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の一方は、他方に
、上記板ばねの加圧部と上記ヘッド支持板の突起部の他方
部で



【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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